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l．はじめに  

譲渡可能効用を持つ特性関数形協力ゲームCrU－ゲーム）における解概念としてCenteroflmputation  

Set（CIS一値）、Egalitarian Non・Pairwise－AveragedContributionvalue（ENPAC－値）、Egalitarian  

Non－SeparableContributionvalue（ENSC一値）が知られている。ここではこれらの解を統一的に扱い、  

新しい解匹N仏C・値）を導入し、その性質、及び準仁と一致する十分条件を与える0  

2．TheEga＝tarianNon－k－AveragedContributionvaJueとその性質  

TU－ゲーム（〃桝こおいて提携〃の提携値叶叫を各プレイヤーに分ける解として、以下のように定義  

されているCIS、ENPAC、ENSC一値が知られている。  
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これらはすべて次のような構造を持つ。先ず、各プレイヤーが自分の取り分として、血広一粛uβノ  

。00血血（γ（（メ）），朗q（〃，V），∫Ci（Ⅳ，V））を受け取る0次に、残り（不足分）を全員で等分する0こ  

れを次のように一般のた∈11，2，…，〃トに拡張する。   
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にのみ依存する。Cの2つの特別な形lower－kaveraged  

contributionofplayerjとupper・kaveragedcontributionofplayerは  

（v（〃）－V（∫））  

帥）‥＝1r汁一某ト（∫）－（ん－1）  （〃一片）   

－142－  
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



紬v柵l‾l如岬）－γ（∫））－（〝－ん－1） 苧］  
．である。これらは、まず、提携」Ⅴを  

2つぶルβに分け、自分の属する提携の他の人には他の提携の平均提携値を与える分け方である。  

lSI＝k TtDtalamount A：aVerageamOunt  

注1．1「∈：（N，V）＝V（（i）），；n，2（N，V）＝朗C（N，V），；n一一（N，V）＝SC（N，V）より、CIS・，ENPAC－，ENSC・  

値はENIAC・，END・2AC・，ENn－1AC一値と一致する。」  

系1．3「∫∈αre（〃，V）ならば、∈さ（Ⅳ，V）≦ろ≦；さ（〃，γ）である。」  

±塑＋宇（γと一項 〃  「釧力d岬，V）＝   
ただし、Vた‥＝trとl‾l∑v（∫），γ「‥＝lr訂l∑v（∫）・」  
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注2．2「シャープレイ値との関係：勒（Ⅳ，V）＝  
〝－1  

命農2．5「且ⅤたdC（Ⅳ，γ－）＝且Ⅳ〃‾たdC（〃，V）ただし、γ＊（∫）：＝V（Ⅳ卜γ（Ⅳ－∫）．」   

3．EN仏C一値と準仁の一致  

定理3．5「次の条件が成り立つならば、準仁り＊（〃両はEN仏C・値と一致する‥  

v（∫）≦∑αJ＋β触all∫＝Ⅳ，∫≠♂，〃，ただし、∫∈㌦の時は等号、∑αノ＝V（Ⅳ）  
ノ∈ぶ ノ∈〃  

となるα＝（隼）ノ訓∈が，β∈凡終存在する0（このαが釧たdC」直となる。）  
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